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１．概要（Summary） 

本課題では，固体高分子形燃料電池に用いるナノ・マ

イクロスケールの多孔質電極の構造形成過程および形成

された場での物質輸送現象を明らかにするため，微細加

工技術を応用して作製した評価デバイスを用いて微視的

解析を行った． 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

深掘りエッチング装置，RF スパッタ成膜装置，集束イ

オンビーム装置，LED描画システム 

【実験方法】 

本年度はシリコン基板上にマイクロ流路とマイク

ロ集電層を付与した評価チップの作製を行った．微細

加工プラットフォームにおいて LED 描画装置を用い

たマスクの作製及びスパッタ成膜装置を用いた金製

膜を行った．形成したチップを用いて，研究室でリフ

トオフプロセス及びマイクロ集電層形成を実施した．  

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

LED 描画装置により作製したマスクを用いたフォ

トリソグラフィーによりレジストのパターニングを

行い，スパッタ成膜によりシリコン基板上に金薄膜を

形成した後にリフトオフを行った．更に集電層パター

ンマスクを重ねてフォトリソグラフィーを行うこと

で，マイクロ集電層を形成した（Figure 1）．このマ

イクロ集電層の導入により，従来不明確であったマイ

クロ燃料電池における反応領域を限定することに成

功し，赤外顕微可視化を用いた生成水挙動と発電特性

の関係を明らかにすることができた． 

 

Figure 1. A microchannel and micro-current 

collector fabricated on a Si wafer. 
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